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A.研究目的

強迫性障害に対する精神療法として認知行

動療法は、国際的に効果が認めら

我が国においてもその効果が示されている。

一方で、強迫性障害に対して認知行動療法を

提供する治療者は限られており、訓練システ

ムも確立されていない。そこで本研究では強

迫性障害に対する精神療法を行っているもの

を対象にアンケート調査を行い、訓練に対す

るニーズの把握を行い訓練プログラム開発の

ための基礎資料を収集することを目的とした。

B.研究方法

 強迫性障害に対する治療を行っている専門

家を対象にオンライン調査を行った。その結

果、232

種、勤務領域、欧米で強迫性障害に対する認
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